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１１月２２日（金）１５：３０～１６：３０　第３回　検数労連１８冬季一時金交渉


　検数職場で働く従業員に、夢と希望の持てる一時金を！


　有額回答指定日には従業員の努力に応える回答を構築せよ！











　１１月２２日（木）第３回検数労連１８冬季一時金交渉で、組合は両協会に対し有額回答に向けた考え方を求め、交渉を行いました。


　両協会からは有額回答に対する考え方について、次の通り披歴がされました。





【日検協会】 


　平成３０年上半期の収益について、風水害の発生やＡＧＭ船積み前検査が好調に推移した。しかし、主力貨物でもある鉄鋼、輸入飼料等の取扱が減少し、前期比では減収となっている。


　人件費等の費用部分については、風水害検査などの現場交通費や休日出勤等の増などの要因もあり増となっている。


　対前年同期比で見ると、従業員の皆さんの努力の成果もあって増益、計画から見ても増益となっている。そのようなことから今冬季賞与については総合的な観点から検討している最中であるが、算式はこれまで同様と考えている。





【全日検】


　上半期収入については青果、自動車等は増収となったものの木材、鉄鋼関係は減収となっており、結果的に上半期は微増となっている。収支状況についても微増となっているが、昨年同期比では減となっている。


　算式についてはこれまで















































































































































を踏襲する考えでいるが、職務経験年数の差を細分化することも考えている。また、労組が乗率重視の主張していることを考慮し、乗率を重視した回答の構築を検討している。





【組合主張】 


　組合は両協会の有額回答構築に向けた考え方を聞き、次の通り主張しました。





【日検協会に対して】 


　損保業務が検数業務を補っているとのことだが、人員不足の中で、現場は変わらず忙しい状態である。


また、離職者が後を絶たない状況下で、引き止めるには安定した一時金を出す必要があるし、企業としての責任でもある。職場は今一時金に期待している。


　一時金の算定基礎は収益との考えがあるが、組合からすれば収益と違った職員の頑張りを評価してほしい。


　


【全日検に対して】


　人員不足の中で作業密度は増えているし、働き方改革によって、時間外が抑制されているため、日々の生活給も下がっている。一時金は生活給の補填との考えからも要求に沿った回答を求める。


　算式について、従来通りとの考えがあるが、組合要



































































































































求にある家族手当（地域年


齢手当）を算式に入れる事と、要求にない特別評価を全体配分することを強く求める。


　現在、離職者が後を絶たないと聞き及んでいることから、これ以上の離職者を出さないためにも組合の求める要求に沿った一時金を用意すべき。





【両協会に対して】


　両協会ともに離職者を









































　１０月１８日ＩＴＦ世界大会の会議の合間を見て、ＰＳＡシンガポールを視察しました。当日はあいにく雨となってしまったため、ＰＳＡ担当者から口頭説明を受けて、バスに乗ってコンテナターミナル内を






























































ＩＴＦ世界大会　～視察編～
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出させないようにするには検数業界で働いている従業員に夢と希望を持たせなければならない。


　従業員に夢と希望を持たせ、稼ぐ力を最大限に引き出させるためには、組合の要求に沿った一時金回答を構築しなければならない。


　次回交渉（有額回答指定日）には組合要求に沿った回答を期待している。






























































































































































案内してもらいました。


ＰＳＡシンガポールのコンテナターミナルは、施設自体は古くから稼働している部分（固定天井型クレーン）と、最新の設備を凝らしている部分（無人走行シャーシを試験中）があり、トランスファークレーンについては、５台を１人がモニターで監視しているとのことでした。


　ＰＳＡシンガポールのコンテナターミナルの視察を終えて、印象的だったのが、ターミナル内のシャーシが、４０フィートコンテナ（おそらく空バン）を２段積みして走行していたことです。また、ビル内から見たコンテナターミナルの規模やガントリークレーンの乱立、更には沖待ちしている船の多さには圧倒されました。






























































































































































次回交渉　第４回　検数労連１８冬季一時金交渉（有額回答指定日）





１１月２６日（月）１５:００～有額回答指定日につき、全国の検数労連組合員と各地域闘争委員会は注目せよ！

















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


